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石井一英・北大大学院教授が環境講演 

ごみ問題から北広の未来を考える 

  当会が主催した石井一英北大大

学院教授（48）の環境講演会「ごみ

問題から北広島の未来を考える」が

11 月 10 日、市芸術文化ホール活動

室で開かれました。石井教授には 5

年前の設立 10 年目でも記念講演し

てもらっています。 

★資源節約と高付加価値 

講演で石井教授は、少ない資源から付加価値の高い商品

やサービスの生産を目指すことが地域の雇用創出や自前

のエネルギー確保につながると説明。中でも生ごみや

下水汚泥などの廃棄物系バイオマスを使ったガスプラ

ントは地域のエネルギー循環の要だと強調しました。 

★市民、事業者、行政の協力で生ごみ分別収集が向上 

 石井教授は市長の諮問機関「クリーン北広島推進審

議会」の会長を務め、事業系の生ごみの分別率向上策を

市長に答申。市は 2017 年度から生ごみの引き取り費用

を事業系に限り他のごみと比べて安く設定し、分別収

集率が飛躍的に向上しました＝左上のグラフ参照。家

庭の生ごみの分別率も増えているということです。 

★2024年度以降の広域焼却処理 

 千歳市などとの広域焼却処理が 6 年後以降に開始さ

れ、埋め立て処理量の大幅減が予測されます＝左中図

参照。しかし、生ごみが普通ごみに混ざっていると、焼

却施設までの運搬費がかさみます。分別していないと

バイオガス化（再資源化）もできません。「最終処分場

で苦労してきた過去を忘れることなくこれまで以上に

３Ｒを推進しなければならない」と指摘しました。 

★日ハムＢＰで環境基軸のまちづくりを 

 2023 年に日本ハムのボールパークが北広島に誕生

し、新たな資源が生まれます＝左下の図参照。「環境を

基軸としたまちづくりを考えるチャンス」と語りまし

た。講演会には約 50 人が参加し熱心に耳を傾けました。 

講演する石井教授 



市民見学会 古川徳一

さんの農園訪問 
 市民見学会を 9 月 4 日に実施し、45 人が参加しまし

た。 

 今年は市の施設であるクリーンセンターと最終処分場

（埋め立て処理場）、下水処理センター「あしる」に加え、

隣町の長沼町マオイの丘にある当会会員の古川徳一さん

の農園を訪問しました。 

 今年で 81 歳になる古川さんは、長年生ごみの堆肥作りの普及に努

め、自らも堆肥化を実践してきました。約 600 坪の畑にトマト、トウ

キビ、プルーンなどを栽培し、収穫後の作物の残さはすべて押し切り

器で裁断して米ぬかと混ぜ、堆肥にしています。 

その作業の徹底ぶりと環境にかける思いは他の人たちの追随を許

さず、会員をはじめ古川さんを知る人たちは心底、敬服しています。

収穫したトマトやトウキビは、老人ホー

ムや社会福祉施設に無料で提供し

ているといいます。 

ところが今年はアライグマによ

る被害が大きく、栽培したトウキビ

1600 本のうち 1200 本が食われて

しまったといいます。 

見学会ではこの被害についてと

農園づくりを始めたいきさつや堆

肥づくりを説明し、トウキビを焼いて参加者にふるまいました＝上の写真。ミニト

マトも参加者に摘んでもらいました＝左の写真。 

 

段ボール箱堆肥作り講習会開催 

 段ボール箱を使った室内でもできる堆肥作りの講習会を 11 月 23 日に広葉

交流センターで、24 日に虹ヶ丘会館で開きました。それぞれ 16 人と 6 人が参

加しました。講師の松下和子さんと増田譲さんが丁寧に説明し、実際に段ボー

ル箱に基材と生ごみを入れてみせました＝左の写真。参加者たちからは「部屋

のどこに置けばいいのか」「水の分量はどのくらいか」などの質問が相次ぎ、

食い入るように見入っていました。増田さんは土のう袋も加えた堆肥づくりを

自宅で行い、その堆肥も会場で披露して関心を呼んでいました。 

 

 

 

 

 

マ
イ
ク
を
持
っ
て
説
明
す
る
古
川
さ
ん 

捕
獲
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ 

今年も残すところ 1週間になりました。あっという間の 1年だった。そんな思いで

いる方も多いのではないでしょうか。しかし 9月の地震による大曲並木地区の液状

化被害は深刻で、今も大変な思いをされている会員の方もいらっしゃいます。なに

か手助けになることはないか、と思います。来年はいよいよ元号が変わります。良

い年になりますように。 


